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執
行
委
員
会
で
は
、
魚
谷
委

員
長
が
挨
拶
の
後
、
議
長
と
な

り
議
事
を
進
行
し
た
。

　

魚
谷
純
委
員
長
挨
拶

　

本
日
は
台
風
が
迫
る
な
か
ご

参
集
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
日
頃
医
師
連
盟

の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ
る
。
本

日
の
議
事
は
平
成
二
十
五
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
の
ほ
か

国
会
報
告
と
し
て
三
人
の
国
会

議
員
の
先
生
に
お
い
で
い
た
だ

い
た
。
医
師
連
盟
の
医
政
活
動

は
と
か
く
〝
胡
散
臭
い
〞
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

昔
か
ら
「
医
政
無
く
し
て
医
療

な
し
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
医

政
活
動
と
は

我
々
に
課
せ
ら

れ
た
崇
高
な
も

の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

我
々
の
た
め
に

で
は
な
く
、
国

民
に
良
い
医
療

を
提
供
す
る
た

め
の
医
政
活
動

で
あ
り
、
横
倉

日
医
会
長
も
持

　

鳥
取
県
医
師
連
盟
は
、
八
月
九
日
、
米
子
全
日
空
ホ
テ
ル

に
お
い
て
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
五
年
度
収
支

決
算
を
承
認
し
た
他
、
赤
澤
亮
正
代
議
士
、
羽
生
田
俊
・
舞

立
昇
治
両
参
議
院
議
員
か
ら
国
会
報
告
を
聞
い
た
。

〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰

続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
の
た
め
に
是
々

非
々
で
対
応
す
る
と

述
べ
て
い
る
。
本
日

は
三
人
の
国
会
議
員

に
お
い
で
い
た
だ
い

た
の
で
我
々
の
声
、

国
民
の
た
め
の
医
療

を
し
っ
か
り
届
け
た

い
。
本
日
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。

○
平
成
二
十
五
年
度

　

事
業
報
告

　

平
成
二
十
五
年

度
の
主
な
事
業
報

告
（
一
部
二
十
六
年

度
分
を
含
む
）
に
つ
い
て
明
穂

副
委
員
長
か
ら
説
明
が
な
さ
れ

た
。
昨
年
度
は
七
月
に
参
議
院

選
挙
が
行
な
わ
れ
、
元
日
本
医

師
会
副
会
長
の
羽
生
田
俊
先
生

が
自
民
党
比
例
区
第
六
位
で
当

選
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
事

業
で
は
去
る
七
月
二
十
九
日
開

催
さ
れ
た
日
本
医
師
連
盟
執
行

委
員
会
に
お
い
て
役
員
等
の
人

事
が
承
認
さ
れ
、
常
任
執
行
委

員
（
十
六
名
）
に
は
日
本
医
師

会
の
役
員
若
干
名
、
全
国
八
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
の
推
薦
者
、
日
医

連
委
員
長
指
名
若
干
名
な
ど
が

就
任
し
た
が
、
魚
谷
委
員
長
が

日
医
連
委
員
長
指
名
に
よ
る
日

本
医
師
連
盟
常
任
執
行
委
員
に

選
出
さ
れ
た
。

○
平
成
二
十
五
年
度
決
算

　

平
成
二
十
五
年
度
収
支
決
算

で
は
、
会
計
責
任
者
の
瀬
川
執

行
委
員
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、

新
田
会
計
監
督
者
か
ら
適
正
で

あ
る
旨
の
監
査
報
告
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
決
算
が
承
認
さ
れ

た
。
詳
細
は
別
記
の
と
お
り
。

○
平
成
二
十
六
年
度
地
区
連
絡
費

　

昨
年
度
か
ら
地
区
連
絡
費
は

負
担
金
納
入
額
の
二
〇
％
を
交

付
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
六

年
度
に
つ
い
て
も
同
様
に
二

〇
％
を
交
付
す
る
こ
と
と
決
定

し
た
。

会　場　風　景

魚谷純委員長
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日　

時　

平
成
26
年
８
月
９
日
㈯

　
　
　
　

午
後
５
時
40
分
〜

　
　
　
　

６
時
40
分

場　

所　

米
子
全
日
空
ホ
テ
ル

■
参
議
院
議
員

　
　
　
　

羽
生
田　

俊
先
生

　

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

昨
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
は

皆
様
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
全
国
か
ら
二
四
九
、
八
一

八
票
と
大
変
多
く
の
票
を
い
た

だ
き
、
自
民
党
第
六
位
の
得
票

で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
年
が
経
過
し
た
が
「
初
心
忘

る
べ
か
ら
ず
」
と
仕
事
し
て
お

り
、
よ
う
や
く
「
参
議
院
議
員

の
羽
生
田
で
す
」
と
自
己
紹
介

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昨
年
八
月
に
社
会
保
障
国
民

会
議
の
報
告
書
が
出
て
、
い
わ

ゆ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
が
成
立

し
た
。
こ
れ
か
ら
医
療
法
改
正

が
あ
る
が
一
番
は
有
床
診
療
所

の
扱
い
で
あ
る
。
今
後
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
て

地
域
で
密
着
し
た
入
院
施
設
は

非
常
に
大
き
い
地
位
を
占
め
て

お
り
、
活
用
し
な
い
の
は
お
か

し
い
、
法
律
の
中
で
し
っ
か
り

と
位
置
づ
け
る
べ
き
あ
る
、
と

声
を
大
に
し
て
言
っ
て

お
り
、
厚
生
労
働
部
会

で
発
言
し
た
こ
と
か
ら

有
床
診
療
所
の
診
療
報

酬
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ

た
。

　

こ
れ
か
ら
病
床
機
能

報
告
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
知
事
の
権
限
が

大
き
く
な
る
の
で
、
地
域
で
医

師
会
が
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
全

国
に
は
医
師
会
と
知
事
と
の
仲

が
悪
い
自
治
体
が
あ
る
。
看
護

学
校
に
対
す
る
補
助
金
を
ゼ
ロ

に
し
た
予
算
を
県
議
会
が
反
対

し
て
つ
ぶ
し
た
県
も
あ
る
。
こ

れ
か
ら
も
医
師
会
が
中
心
と

な
っ
て
地
域
医
療
を
作
っ
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
県
議
会
や
地

域
の
議
会
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
の
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

「
岩
盤
に
ド
リ
ル
で
穴
を
と

政
府
曰
く　

骨
太
の
骨
を
斧
で

砕
く
と　

羽
生
田
曰
く
」
と
業

界
紙
に
川
柳
が
掲
載
さ
れ
た
。

岩
盤
規
制
と
い
わ
れ
る
が
医
療

界
の
岩
盤
と
は
国
民
の
命
を
守

る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
現
場
の
声
を
国
政

の
場
に
届
け
る
と
い
う
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
ご

支
援
お
願
い
し
た
い
。

■
参
議
院
議
員

　
　
　
　
　

舞
立
昇
治
先
生

　

み
な
さ
ま
、
こ
ん
ば
ん
は
。

魚
谷
委
員
長
、
各
地
区
医
師
連

盟
委
員
長
を
は
じ
め
医
師
連
盟

の
先
生
方
に
は
日
ご
ろ
物
心
両

面
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
お
蔭
様
で
昨

年
の
選
挙
で
は
県
内
全
て
の
市

町
村
で
勝
た
せ
て
い
た
だ
い

た
。
羽
生
田
先
生
と
同
期
で
国

会
対
策
委
員
と
し
て
い
ろ
い
ろ

委
員
会
に
出
席
し
て
い
る
。
会

議
で
は
〝
野
次
る
こ
と
が
一
年

生
議
員
の
役
目
〞
と
言
わ
れ
て

お
り
、
羽
生
田
先
生
の
声
は
議

場
に
よ
く
通
り
、
日
々
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
先
の

国
会
で
初
め
て
農
林
水
産
委
員

会
で
質
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た

が
、
医
療
と
同
様
に
農
業
の
分

野
で
も
農
協
と
い
う
岩
盤
の
規

制
改
革
の
議
論
が
あ
る
。
都
会

の
市
場
原
理
主
義
者
の
言
う
規

制
改
革
は
問
題
が
あ
り
、
地
方

や
現
場
の
声
を
聞
か
な
け
れ
ば

改
革
は
進
ま
な
い
。

　

約
二
三
〇
名
も
の
国
民
医
療

を
守
る
国
会
議
員
の
会
に
参
加

し
て
い
る
。
昔
厚
生
労
働
省
に

出
向
し
て
い
た
が
、
医
療
や
介

護
な
ど
社
会
保
障
に
関
し
て
は

非
常
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
分

野
で
あ
る
。
今
社
会
保
障
費
は

予
算
規
模
で
約
三
十
兆
円
と
な

り
、消
費
税
八
％
で
二
十
兆
円
、

一
〇
％
で
も
二
十
五
兆

円
で
あ
る
が
賄
え
て
い

な
い
。
子
育
て
問
題
な

ど
を
含
み
、
今
後
持
続

可
能
な
制
度
と
す
る
べ

く
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　

医
療
に
お
け
る
消
費

税
問
題
は
一
〇
％
に
向

医
師
連
盟
執
行
委
員
会

羽生田俊参議院議員

舞立昇治参議院議員

国
会
報
告
（
要
旨
）
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け
て
ど
う
解
決
し
て
い
く
の

か
、
医
療
界
が
一
本
化
し
て
き

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
実
現
に

向
け
て
尽
力
し
た
い
。

　

参
議
院
の
選
挙
制
度
の
改
革

議
論
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い

る
。
鳥
取
と
島
根
の
合
区
な
ど

人
口
の
少
な
い
十
二
選
挙
区
で

減
ら
し
て
都
会
で
増
や
す
案
が

示
さ
れ
て
い
る
。
県
の
代
表
、

比
例
区
と
い
う
参
議
院
の
今
ま

で
の
あ
り
方
か
ら
し
て
、
県
を

ま
た
い
で
地
域
の
声
と
い
う
の

は
む
ず
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。
国
民
の
声
が
届
か
な
く
な

り
、
国
会
と
の
距
離
が
遠
く
な

り
、
政
治
離
れ
が
進
ん
で
し
ま

う
。
最
近
は
合
区
の
議
論
は
下

火
に
な
り
、
近
隣
の
但
馬
地
方

の
人
口
を
切
り
取
る
な
ど
の
妥

協
案
が
出
て
い
る
が
、
地
域
の

混
乱
を
招
き
、
人
口
減
少
社
会

に
あ
っ
て
い
ず
れ
問
題
と
な

る
。
参
議
院
は
人
口
問
題
と
く

み
し
な
い
。
憲
法
に
も
公
職
選

挙
法
に
も
ほ
と
ん
ど
記
載
が
な

い
の
で
、
人
口
、
地
域
の
こ
と

を
特
例
と
し
て
公
職
選
挙
法
に

記
載
す
る
な
ど
議
論
す
べ
き
で

あ
る
。
年
末
に
向
け
て
ま
と
め

ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
僻
地
医
療

な
ど
地
方
の
声
を
大
切
に
地
方

再
生
に
、
国
政
に
力
を
注
ぎ
た

い
。
日
ご
ろ
地
域
医
療
へ
の
ご

尽
力
、
医
師
連
盟
の
発
展
、
皆

様
方
の
ご
隆
盛
を
祈
念
し
て
挨

拶
と
し
た
い
。

■
衆
議
院
議
員

　
　
　
　

赤
澤
亮
正
代
議
士

　

こ
ん
ば
ん
は
。
現
在
、
自
民

党
の
国
土
交
通
部
会
長
を
し
て

い
る
の
で
同
時
開
催
の
厚
生
労

働
部
会
に
出
席
出
来
な
い
が
、

日
頃
医
師
会
の
諸
先
生
方
に
は

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
感

謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

自
民
党
と
医
師
会
は
仲
良
く

し
な
い
と
い
け
な
い
。
過
去
に

は
自
民
党
を
応
援
し
な
い
日
本

医
師
会
長
の
時
は
う
ま
く
い
か

な
い
で
辛
い
思
い
を
し
た
。
二

年
前
横
倉
会
長
が
誕
生
し
今
回

再
選
さ
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い

こ
と
で
あ
り
、
国
民
に
安
全
で

安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

に
は
自
民
党
も
意
を
汲
ん
で
お

役
に
立
ち
た
い
。

　

羽
生
田
先
生
は
頼
も
し
い
先

生
で
あ
る
。
福
岡
県
の
有
床
診

療
所
で
痛
ま
し
い
火
災
が
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
「
厚

生
労
働
省
は
今
ま
で
有

床
診
療
所
を
見
捨
て
て

き
た
で
は
な
い
か
、

し
っ
か
り
対
応
し
な
い

と
医
療
が
担
保
で
き
な

い
」
と
自
民
党
の
中
心

に
な
っ
て
活
躍
さ
れ

た
。

　

年
金
、
医
療
な
ど
の
社
会
保

障
費
を
除
い
た
国
家
予
算
は
先

進
国
の
中
で
は
ビ
リ
で
あ
る
。

無
駄
を
無
く
せ
ば
予
算
が
出
る

と
い
う
が
、
無
駄
と
い
う
の
は

主
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
政
治

家
は
無
駄
の
こ
と
を
言
え
ば
受

け
が
い
い
が
、
防
衛
費
、
教
育

費
な
ど
最
低
で
あ
り
、
消
費
税

ア
ッ
プ
は
必
要
で
あ
る
。
高
齢

化
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
社
会
保
障
費
は
毎
年
一
兆

円
増
え
て
い
る
。
今
の
消
費
税

で
は
足
り
な
い
。
税
率
が
低
く

外
国
か
ら
は
不
思
議
に
思
わ
れ

て
い
る
。
医
療
の
損
税
の
こ
と

も
含
め
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

　

社
会
保
障
の
重
点
化
、
効
率

化
は
必
要
で
、
関
係
職
員
の
処

遇
ア
ッ
プ
は
す
べ
き
で
あ
る
。

医
療
、介
護
や
年
金
な
ど
の「
保

険
機
能
を
取
り
戻
す
」
こ
と

で
、
豊
か
な
人
に
は
我
慢
し
て

も
ら
う
。
自
動
車
保
険
を
例
に

す
る
と
「
事
故
が
起
き
な
か
っ

た
か
ら
保
険
料
返
せ
」
と
い
う

人
は
い
な
い
、
掛
け
捨
て
で
あ

る
。
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
な
け

れ
ば
保
険
料
は
返
さ
な
い
、
こ

れ
が
本
来
の
保
険
で
あ
る
が
、

年
金
や
介
護
は
保
険
だ
が
そ
う

は
な
っ
て
い
な
い
。
生
活
の
収

入
が
な
い
か
ら
年
金
保
険
、
障

害
と
な
っ
た
か
ら
介
護
保
険
で

あ
る
が
、
豊
か
な
人
は
少
し
諦

め
て
も
ら
う
よ
う
な
制
度
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

先
般
、
石
破
グ
ル
ー
プ
の
会

合
が
越
後
湯
沢
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
舞
立
議
員
と
参
加
し
た

ほ
か
三
十
名
も
の
国
会
議
員
が

集
ま
っ
た
。
田
村
厚
生
労
働
大

臣
も
出
席
し
た
。
鳥
取
県
民
は

石
破
総
理
総
裁
誕
生
が
悲
願
で

あ
る
。
安
倍
総
理
の
最
大
の
ラ

イ
バ
ル
は
石
破
氏
で
あ
り
、
党

役
員
人
事
を
前
に
多
く
の
議
員

が
集
ま
っ
た
こ
と
は
う
れ
し

か
っ
た
。
石
破
総
理
実
現
に
向

け
て
努
力
し
た
い
。

　

自
民
党
員
獲
得
い
た
だ
き
感

謝
し
た
い
。
今
後
と
も
医
師
会

と
自
民
党
仲
良
く
、
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

赤澤亮正代議士
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（日医．各県役員の改選に伴う）
　　　　　※魚谷委員長が日医連常任執行委員に

選出！
　　　　　②平成26年度交付金について
■日医連医政活動研究会
＜第１回＞
　日　時　平成25年12月15日
　場　所　東京ステーションコンファレンス
　出席者　委員：清水正人先生、池田光之先生。

魚谷純委員長
　研究会　①医政活動について～選挙、具体的な

陳情活動等～
　　　　　　　　日医連副委員長　今村　聡先生
　　　　　②医療政策について～診療報酬、医学

部設置等～
　　　　　　　　日医連副委員長　中川俊男先生
　　　　　③医療政策について～医療をめぐる税

制の諸課題～
　　　　　　　　日医連副委員長　今村　聡先生
＜第２回＞
　日　時　平成26年２月11日
　場　所　ホテルグランヴィア広島
　出席者　委員：清水正人先生、池田光之先生。

明穂政裕副委員長
　研究会　①医療・介護の改革の方向
　　　　　　日医連常任執行委員　高杉敬久先生
　　　　　②消費税と法人相続について
　　　　　　自民党副幹事長・衆議院議員
　　　　　　　　寺田　稔先生（広島５区選出）
■国民医療を守る議員の会総会
＜第１回＞
　日　時　平成25年11月19日
　場　所　ホテルニューオータニ東京
　出席者　魚谷純委員長、随行谷口事務局長
　議　事　①役員人事について
　　　　　②意見交換
＜第２回＞
　日　時　平成26年５月20日
　場　所　東京・憲政記念館
　出席者　魚谷純委員長、随行谷口事務局長
　議　事　①あいさつ（高村正彦衆議院議員、横

倉義武日医連委員長）
　　　　　②活動状況報告（鴨下一郎衆議院議員）
　　　　　③意見交換（舞立昇治参議院議員出席）
■選挙のあり方についての会合
　日　時　平成25年９月６日
　場　所　日本医師会館
　出席者　谷口事務局長、塚谷係長
　議　事　①参議院選挙結果について
　　　　　②アンケート結果について
　　　　　③各都道府県からの感想と今後の対応

について

３．選挙関係
■第23回参議院議員選挙
　　　　　　　　　　（平成25年７月21日投票）
　投票率58.88％
【鳥取選挙区】　（全県）　　　【比例区】（全国）（県内）

舞立　昇治
（自民） 160,783 当選 羽生田たかし

（自民） 249,818 1,494 当選　　　　比例区第６位
川上　義博
（民主） 82,717

岩永　尚之
（共産） 19,600

吉岡ゆりこ
（幸福） 6,782

井上　　洋
（無） 6,158

４．羽生田たかし先生の支援
○横倉義武日本医師連盟委員長の来訪
　期　日　平成25年５月31日～６月１日
　概　要　・東部地区の病院、診療所等を訪問
　　　　　・講演会（ホテルニューオータニ）
○街宣車の鳥取県入り
　期　日　平成25年６月10日
　概　要　・西部～中部～東部の順で街頭宣伝
　　　　　・日医連が対応
○励ます会の開催（中部）
　期　日　平成25年６月12日
　場　所　倉吉シティホテル
　概　要　・舞立昇治氏あいさつ
○励ます会の開催（西部）
　期　日　平成25年６月13日
　場　所　西部医師会館

５．自民党鳥取県医師連盟支部の党員拡張
○日本医師連盟からの要請に基づき、医師連盟負
担金納入会員のうち、自民党未入党の先生方へ
入党のお願いの書面を送付。（平成26年７月22
日）
　・平成25年度更新の党員数　228名
　・平成26年度更新の党員数　223名
　・平成26年度新規入党者　　 36名
　・現時点での党員数合計　　259名

６．その他
○広報活動としてリーフレット「医師連盟
TOTTORI」を３回（第28 ～ 30号）発行した。
○参議院選挙応援のため鳥取県入りされた田村憲
久厚生労働大臣との昼食会が平成25年７月９
日、舞立昇治事務所で開催され、野坂西部医師
会長、樋口歯科医師会長、小林健治薬剤師会長、
県会議員などが出席し、保健、医療行政等につ
いて意見交換を行った。（魚谷委員長は所用の
ため上京中。）
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（一部平成26年度分を含む）
自　平成25年４月１日　
至　平成26年８月９日　

［敬称略］

１．鳥取県医師連盟関係
■執行委員会
＜第１回＞
　日　時　平成25年６月29日
　場　所　ホテルニューオータニ鳥取
　議　事　①役員人事について
　　　　　②平成24年度事業報告について
　　　　　③参議院議員選挙対策について
＜第２回＞
　日　時　平成25年８月８日
　場　所　鳥取県医師会館
　議　事　①人事について
　　　　　②平成24年度収支決算承認について
　　　　　③平成25年度地区連絡費について
　　　　　④７/23日医連執行委員会出席報告
　　　　　⑤参議院議員選挙結果について
＜平成26年度＞
　日　時　平成26年８月９日
　場　所　米子全日空ホテル
　議　事　①平成25年度事業報告について
　　　　　②平成25年度収支決算承認について
　　　　　③平成26年度地区連絡費について
　　　　　④国会議員の国会報告（赤澤亮正代議

士、羽生田俊・舞立昇治両参議院議
員）

■常任執行委員会（拡大：理事会後）
＜第１回＞
　日　時　平成25年４月11日
　場　所　鳥取県医師会館
　議　事　①羽生田たかし先生の支援について
　　　　　②小泉進次郎衆議院議員、街頭演説会

について（４/13）
　　　　　③片山さつき参議院議員との懇談会に

ついて（４/27）
　　　　　④羽生田たかし先生を励ます会につい

て（６/12-13）
＜第２回＞
　日　時　平成25年５月23日
　場　所　鳥取県医師会館
　議　事　①日本医師連盟横倉義武委員長の鳥取

県訪問について（５/31-６/１）
　　　　　②羽生田たかし先生の支援について
　　　　　③今後の予定について
＜第３回＞
　日　時　平成25年６月20日

　場　所　鳥取県医師会館
　議　事　①平成24年度事業報告
　　　　　②日本医師連盟横倉義武委員長の鳥取

県訪問について（５/31-６/１）
　　　　　③羽生田たかし先生の鳥取県訪問につ

いて（６/12-13）
　　　　　④サポーター名簿の獲得状況について

（６/17現在第４次）
　　　　　⑤執行委員会の開催について
＜第４回＞
　日　時　平成26年３月20日
　場　所　鳥取県医師会館
　議　事　①平成25年度事業報告
　　　　　②「自民党青年局と日医連との意見交

換会」委員について
　　　　　③自民党鳥取県連「ＴＯＴＴＯＲＩ政

治塾」第１期生募集について
　　　　　④平成26年度負担金の徴収について
　　　　　⑤連盟会員の状況について

２．日本医師連盟関係
■日本医師連盟執行委員会
＜第１回＞
　日　時　平成25年７月23日
　場　所　日本医師会館
　出席者　魚谷純委員長、明穂政裕副委員長
　議　事　①日本医師連盟役員等の人事について

（各県役員の一部改選に伴う）
　　　　　②平成25年度交付金について
　　　　　③参議院選挙結果について
＜第２回＞
　日　時　平成26年１月21日
　場　所　日本医師会館
　出席者　魚谷純委員長、明穂政裕副委員長、渡

辺憲常任執行委員
　議　事　①日本医師連盟役員人事等について
　　　　　②平成24年度日本医師連盟収支決算報

告について
　　　　　③平成26年度日本医師連盟の負担基準

額について
＜平成26年度　第１回＞
　日　時　平成26年７月29日
　場　所　日本医師会館
　出席者　魚谷純委員長、明穂政裕副委員長
　議　事　①日本医師連盟役員等の人事について

平成25年度鳥取県医師連盟の事業概要
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平成25年度鳥取県医師連盟収支決算書
【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

款 項 予算額 収入済額 差引残額 摘　　　　　　要

１．会　　　　費
　　　（36.58%）

11,420,000 11,382,500 －37,500
東部 4,170,000 円
中部 1,960,000 円
西部 5,252,500 円 

１．会　　　　費 11,410,000 11,382,500 －27,500

２．特 別 会 費 10,000 0 －10,000

２．寄　 付 　金
　　　（13.44%）

2,976,000 4,181,500 1,205,500
交付金　2,976,000 円
羽生田先生、支援活動交付金　1,205,500 円１．日医連寄付金 2,976,000 4,181,500 1,205,500

３．その他の収入
　　　（0.07%）

1,000 22,795 21,795

普通預金利息他１．雑　　　　入 1,000 22,795 21,795

４．繰　 越　 金
　　　（49.91%）

14,000,000 15,529,206 1,529,206

前年度繰越金１．繰　 越 　金 14,000,000 15,529,206 1,529,206

収　入　合　計 28,397,000 31,116,001 2,719,001

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

款 項 予算額 支出済額 差引残額 摘　　　　　　要

１．事　 務 　費
　　　（1.34%）

200,000 190,481 －9,519

電話代、印刷費、送料他１．一 般 事 務 費 200,000 190,481 －9,519

２．組織活動費
　　　（18.91%）

3,860,000 2,687,205 －1,172,795

国民政治協会費

医師連盟TOTTORI ３回発行

１．旅　　　　費 2,000,000 259,160 －1,740,840

２．会　 議 　費 500,000 438,448 －61,552

３．懇 談 会 費 1,000,000 1,532,444 532,444

４．負　 担 　金 60,000 60,000 0

５．広　 報 　費 300,000 397,153 97,153

３．選挙関係費
　　　（7.04%）

1,000,000 1,000,000 0

１．寄　 付 　金 1,000,000 1,000,000 0

４．寄付交付金
　　　（72.71%）

9,577,000 10,332,100 755,100

＠ 20,000 円× 372 人
東部  834,000 円　中部  392,000 円
西部 1,050,500 円
＠ 2,700 円× 228 人

１．日医連負担金 7,440,000 7,440,000 0

２．地区連絡費 1,500,000 2,276,500 776,500

３．支 部 交 付金 637,000 615,600 －21,400

５．その他の経費
　　　　（0%）

13,760,000 0 －13,760,000

１．予　 備 　費 13,760,000 0 －13,760,000

支　出　合　計 28,397,000 14,209,786 －14,187,214

収支差引残額　16,906,215 円は平成 26 年度へ繰越


